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研究成果の概要（和文）：19世紀半ば、オーストリア（またそれを中心としたハプスブルク帝国文化圏）においては「
音楽国家オーストリア」というキャンペーンが盛んになり、その象徴的存在として注目を浴びたのがモーツァルトであ
った。またこの頃から、オーストリアの重要な政策の一つとして観光がクローズアップされ始め、モーツァルトはオー
ストリアの観光における中心となって現在に至っている。
本研究では、このような「モーツァルト・ツーリズム」とでも呼ぶべきオーストリアの観光政策の歴史を文化史の側面
から検証しつつ、そこから演繹されるモーツァルト・イメージ、オーストリア・イメージの形成、ならびに我が国のツ
ーリズムへの応用の可能性を探った。

研究成果の概要（英文）：In the middle of 19th century of Austria (and also cultural sphere of Habsburg 
empire) it war organized a campaign, so called "music nation Austria ", and Mozart was its symbolic 
presence as an "ausrtrian" composer . Also from this time, tourism was closed up as one of the most 
important policy of Austria; in those movements Mozart has become a center of tourism of Austria from 
that times until today.In this study, while verifying the history of the tourism policy of Austria, which 
schould be called as " Mozart -tourism ", even from the perspective of the cultural history, I discoverd 
the progress of Mozart-Austro Image since 19.century and ezplored the possibility of its application to 
tourism in Japan.

研究分野： ヨーロッパ文化史

キーワード： 観光学　文化史　音楽史　社会史　地域研究　オーストリア　モーツァルト　ウィーン・ザルツブルク
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１．研究開始当初の背景 
芸術、特に音楽の分野を音楽学や美学の

視点からのみならず、多角的な視点から捉

えようという動きが盛んになっている。音

楽とツーリズムの関係を複合的に探る動き

などはその一例といえる。特に自他ともに

「音楽国家」と認めるオーストリア場合、

こうしたイメージ形成において「モーツァ

ルト・ツーリズム」が不可分の要素として

存在していることが、報告者のこれまでの

研究や、近年の研究によりとみに明らかに

なりつつある。 

にもかかわらず、オーストリアにおける

「モーツァルト・ツーリズム」そのものに

ついて、歴史的に掘り下げた研究は未だか

つて存在しなかった。既にオーストリアと

モーツァルトの関係については様々な先行

研究が存在してきたのはたしかであるが、

それらのほとんどは音楽学や美学の視点か

ら、オーストリアとモーツァルトの関係を

探るということにのみ力が注がれてしまっ

ている。それでもマネージメント等に見ら

れる音楽産業の側面から両者の関係を研究

しようとする傾向は徐々に見られるように

なってはきているものの、モーツァルトを

中心に音楽と観光とを結びつけ、オースト

リアの観光のあり方にメスを入れようとい

う動きには至っていなかった。 

こうした状況を鑑み、世に名高い「音楽

国家」であるオーストリアにおいて、モー

ツァルトを密接に絡ませた観光のあり方が

模索されてきた歴史を明らかにし、さらに

は芸術・文化を観光の柱に据えようとする

我が国の動きにも有益な示唆を与えうるの

ではないか、という問題意識が、本研究を

スタートさせるきっかけとなった。 

 

２．研究の目的 

19 世紀半ば、オーストリア（またそれを

中心としたハプスブルク帝国文化圏）にお

いては「音楽国家オーストリア」というキ

ャンペーンが盛んになり、その象徴的存在

として注目を浴びたのがモーツァルトであ

った。またこの頃から、オーストリアの重

要な政策の一つとして観光がクローズアッ

プされ始め、モーツァルトはオーストリア

の観光における中心となって現在に至って

いる。本研究では、このような「モーツァ

ルト・ツーリズム」とでも呼ぶべきオース

トリアの観光政策の歴史を文化史の側面か

ら検証しつつ、そこから演繹されるモーツ

ァルト・イメージ、オーストリア・イメー

ジの形成、ならびに我が国のツーリズムへ

の応用の可能性を、音楽学や美学、史学と

いった視点はもちろんのこと、それらの学

問領域では必ずしも掬い上げることのでき

ない、あるいはそれらの学問領域を複合的

に活用することが可能な文化史的アプロー

チから研究した。 

時代的には、「モーツァルト・ツーリズム」

が誕生した 19 世紀半ばから現代までを扱

った。この間オーストリアは、ハプスブル

ク帝国、第一次共和制、ナチス支配、四カ

国支配、第二次共和制という、五つの政治

形態の中に置かれてきたが、それぞれの時

代にあってオーストリアがみずからを「音

楽国家」たらしめようとした軌跡、ならび

にその中心に「モーツァルト・ツーリズム」

を置くようになった社会的・文化的背景を

探った。 

また「モーツァルト・ツーリズム」の

歴史を探るためには、オーストリアにお

ける観光事業の歴史についても研究をお

こなうことが必要である。折りしもモー

ツァルト再発見が進んだ１９世紀半ば以

降、当時草創期にあったツーリズムにと

って、オーストリアは恰好の訪問対象と

なり、さらに万国博覧会等を通じ、１９

世紀後半には国内外に対観光国家として

の側面を具えるに至った。そうした顔を



持つオーストリアが、とりわけ20世紀に

入ってから後、いかなる観光事業を展開

しえたかを検証した。 

 

３．研究の方法 

時代的には、「モーツァルト・ツーリズム」

が誕生した 19 世紀半ばから現代までを扱

った。この間オーストリアは、ハプスブル

ク帝国、第一次共和制、ナチス支配、四カ

国支配、第二次共和制という、五つの政治

形態の中に置かれてきたが、それぞれの時

代にあってオーストリアがみずからを「音

楽国家」たらしめようとした軌跡、ならび

にその中心に「モーツァルト・ツーリズム」

を置くようになった社会的・文化的背景を

探った。 

また「モーツァルト・ツーリズム」の

歴史を探るため、オーストリアにおける

観光事業の歴史についても研究をおこな

った。折りしもモーツァルト再発見が進

んだ19世紀半ば以降、当時草創期にあっ

たツーリズムにとって、オーストリアは

恰好の訪問対象となり、さらに万国博覧

会等を通じ、19世紀後半には国内外に対

観光国家としての側面を具えるに至って

いたと思われる。そうした顔を持つオー

ストリアが、とりわけ２０世紀に入って

から後、いかなる観光事業を展開しえた

かを検証した。 

これらの視点からオーストリアを捉え直

すことにより、１）オーストリアが「音楽

国家」となるにあたって「モーツァルト・

ツーリズム」がいかなる役割を果たしたか、

そこから演繹される２）観光事業が一つの

国のイメージを形成する方法と可能性、３）

音楽、ひいては芸術における観光事業の役

割と影響力、といった、相互に関わりあう

問題の解明に向け、考察と研究を展開する。

また逆にオーストリア以外の他の地域、と

りわけその音楽産業にとって一大マーケッ

トである４）日本において「音楽国家オー

ストリア」がどのような形で受け入れられ

てきたかという受容史の側面についても詳

細な分析をおこなった。さらに５）モーツ

ァルト・イメージ、オーストリア・イメー

ジの形成に見るこれからの我が国のツーリ

ズムに対する方法論の検討と提言へ向けた

検証と分析とを遂行した。 

 またこれらの研究テーマを遂行するた

めに、平成 24 年度は、19 世紀半ばから始

まり今日に至る「モーツァルト・ツーリズ

ム」の歴史を俯瞰し、文化史的にどのよう

な分析方法が可能であるかについて多角的

な検討をおこなった。平成 25 年度・26 年

度は、ウィーンとザルツブルクにおける「モ

ーツァルト・ツーリズム」を研究の具体的

柱としながら、観光政策を通じて浮かび上

がるモーツァルト・イメージとの音楽国家

オーストリアの相関関係について詳細な分

析を展開するとともに、こうしたイメージ

形成のあり方から演繹される今後の我が国

のツーリズムに対する応用性や方法論の検

討をおこなった。 

方法としては、国内外の諸機関における

資料の調査・収集が主にない、とりわけモ

ーツァルト・ツーリズム関係の資料を多く

有することが判明しているウィーン楽友協

会アーカイヴを中心に、ウィーン歴史博物

館やザルツブルク・モーツァルテウム音楽

院等を利用した。 

 

４．研究成果 

 平成 24 年度の研究では、19 世紀以降の

オーストリアで誕生・発展した「モーツァ

ルト・ツーリズム」の歴史を俯瞰し、芸術・

文化観光による国家や地域の振興という視

点、ならびに文化史というアプローチから

それらをどのように分析できるか、という

方法について、多角的に検討をおこなう。

特に、１）モーツァルト再発見が進んだ１



９世紀半ば以降、２）ザルツブルク・フェ

スティヴァルに代表されるマス・ツーリズ

ムを念頭においた動きが見られるようにな

った第一次世界大戦以降、３）マス・ツー

リズムと距離をおいた各種ツーリズムの誕

生の中で「モーツァルト・ツーリズム」が

変容を遂げていった 1980 年代以降、の３

つの時代に区分をおこなった上で、詳細な

調査を重ねた。結果、これらの調査を通じ、

「研究の方法」に記した５つのトピックに

関し、検証と分析をおこなうための具体的

な必要条件を整えた。 

 平成 25 年度は、オーストリアにおける 

「モーツァルト ・ ツーリズム」 の代表的

な都市であるウィーンとザルツブルクを具

体的な事例の中心に据えながら、観光政策

を通じて浮かび上がるモーツァルト・イメ

ージの変遷、 またそのようなイメージに基

づいて作られる各都市それぞれのイメージ

が 「音楽国家オーストリア」 にいかなる

形で反映されていったのか、 という問題に

ついての詳細な分析をおこなった。 とりわ

け、 A）民間レベル（観光産業・観光業等）

における「モーツァルト・ツーリズム」の

受容と発展の歴史、B） オーストリアの音

楽界にとっての 「モーツァルト・ツーリズ

ム」 の位置づけとモーツァルトの作品のレ

パートリー受容に関する相関関係、 という

２つのトピックを設定し、 それらを明らか

にしていった。 その結果、 A） に関して

は 1842 年ザルツブルクにおいておこなわ

れたモーツァルト像除幕式から始まるモー

ツァルト・フェスティヴァルが端緒となり、 

それが 1920 年以降のザルツブルク・フェ

スティヴァルにおける観光産業・観光業の

活性化へとつながっていったこと、 B） に

関してはレパートリー受容そのものについ

ては 19 世紀以降ほとんど変化していない

が、特定の作品がモーツァルト・イメージ

を表象する存在としてモーツァルト・ツー

リズムと結びついていった過程が明らかに

なった。 

平成 26 年度は前年度に引き続き、 ウィ

ーンとザルツブルクにおける 「モーツァル

ト ・ ツーリズム」 を研究の具体的柱とし

ながら、観光政策を通じて浮かび上がるモ

ーツァルト・イメージとの音楽国家オース

トリアの相関関係について詳細な分析を展

開するとともに、 こうしたイメージ形成の

あり方から演繹される今後の我が国のツー

リズムに対する応用性や方法論の検討をお

こなった。特に平成 26 年度は、C）オース

トリアの音楽界にとっての 「モーツァル

ト・ツーリズム」 の位置付けとモーツァル

トの作品レパートリーの変容に関する相関

関係等、文化史的コンテキストにおける「モ

ーツァルト・ツーリズム」の検証をさらに

推し進めると同時に、D）芸術・文化振興

の観点から捉えた日墺のツーリズムの比較

分析をおこない、E）モーツァルト・イメ

ージ、オーストリア・イメージの形成から

演繹される応用性に基づいたこれからの我

が国のツーリズムに対する方法論の検討を

おこなった。その結果、C）に関しては特

に視聴覚メディアが急速な発展をみせた

1960 年代以降、ザルツブルク・フェスティ

ヴァルを中心にモーツァルトのオペラの世

界的発信と、オペラをウィーンやザルツブ

ルクの観光産業として売り出してゆこうと

する動きの相関関係が顕著に見られること

が判明した。またそうしたコンテキストの

中で、D）E）に関してオーストリアにおい

ては音楽文化そのものが重要な文化資源と

して機能し、その資源に対し観光産業を含

む経済界、さらには政界等が密接な連携を

保っている状況が明らかになった。こうし

た状況は、我が国においてしばし議論の的

となる「国の文化政策」といったレヴェル

にとどまらない、きわめて多様かつ複雑な

システムの上に成り立つものであると同時



に、今後さらなる検討が加えられる必要の

あるテーマとなるであろう。現時点として

は、官民双方が緊密な連携をとりながら音

楽文化の文化資源的側面をクローズアップ

してきたオーストリアの姿勢に我が国も多

いに学ぶ点があり、日本のとりわけ観光産

業も視点と取り組みが可能であることを提

言してゆきたい。 
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